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家
か
ら
の
入
荷
量
は
七
％
で
あ
る
。
果
物
で
は
、
愛
媛
、
熊
本
、
青

森
、
茨
城
か
ら
み
か
ん
、
り
ん
ご
、
な
し
等
の
入
荷
が
四
割
を
占
め

る
が
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
産
の
バ
ナ
ナ
、
千
葉
県
産
の
す
い
か
も
多

い
。
品
目
別
の
入
荷
量
で
は
み
か
ん
、
バ
ナ
ナ
、
す
い
か
の
順
に
な

っ
て
い
る
が
、
特
に
み
か
ん
は
果
物
入
荷
量
の
約
三
割
を
占
め
て
い

る
。
魚
は
や
は
り
冷
凍
物
が
多
く
、
さ
け
、
い
か
、
え
び
、
ば
ち
、

た
こ
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
入
荷
量
で
は
、
東
京
に
漁
業
会
社
が
集

ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
東
京
が
四
割
と
圧
倒
的
に
多
い
。
以

下
、
神
奈
川
、
千
葉
、
静
岡
、
宮
城
の
順
に
な
っ
て
い
る
が
、
品
目

の
取
扱
量
の
差
は
大
き
く
な
い
。
ま
た
、
食
肉
に
つ
い
て
は
、
日
本

人
の
食
生
活
の
洋
風
化
も
影
響
し
て
、
供
給
量
も
年
々
増
え
て
い

る
。
取
扱
量
で
は
豚
肉
が
六
割
強
、
牛
肉
が
三
割
と
な
っ
て
お
り
、

神
奈
川
、
秋
田
、
福
島
の
三
県
で
六
割
を
出
荷
し
て
い
る
。
ま
た
、

牛
肉
の
う
ち
、
輸
入
に
よ
る
も
の
は
五
％
で
あ
る
。
近
年
、
国
内
の

牛
肉
の
高
値
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
自
給
率
や
輸
入
量
の
増
大

を
は
か
る
な
ど
の
善
処
が
望
ま
れ
る
。

住
宅

●
に
ぶ
る
住
宅
建
設

　
横
浜
市
の
住
宅
戸
数
は
、
世
帯
数
を
五
万
戸
上
ま
わ
っ
た
。
住
宅

に
脳
む
者
は
、
「
ハ
テ
ナ
？
一
と
思
う
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
五
三

表4－5　住宅数と世帯数

年
に
総
理
府
が
実
施
し
た
「
住
宅

統
計
調
査
」
の
結
果
で
あ
る
が
、

質
的
水
準
は
別
と
し
て
、
一
応
数

字
の
上
で
は
、
一
世
帯
一
住
宅
が

確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
（

表
４
－
５
）
。
一
般
に
住
宅
の
円
滑

な
需
給
を
は
か
る
に
は
、
利
用
し

う
る
空
き
家
が
住
宅
総
数
の
五
％

程
度
は
必
要
と
言
わ
れ
る
が
、
本

市
の
空
き
家
率
は
六
・
五
％
、
五

万
六
千
戸
と
な
っ
て
い
る
。

　
昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
、
都

市
へ
の
人
口
集
中
が
激
し
く
な
っ

た
。
横
浜
市
も
こ
の
影
響
を
モ
ロ
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に
受
け
、
住
宅
建
設
は
急
ピ
ッ
チ
に
進
み
、
四
三
年
頃
か
ら
、
公
私

合
わ
せ
て
年
間
五
万
か
ら
七
万
戸
の
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
こ
の
傾
向

は
四
八
年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
続
い
た
。
こ
の
間
、
四
六
年
の
ド

ル
シ
ョ
ッ
ク
を
背
景
に
土
地
の
投
機
が
お
こ
り
、
続
く
四
八
年
に
は

狂
乱
的
な
物
価
騰
貴
に
見
舞
わ
れ
、
地
価
や
建
築
費
が
急
騰
し
た
。

こ
の
あ
お
り
を
受
け
て
、
四
九
年
の
住
宅
建
設
は
三
万
五
千
戸
弱
と

な
り
、
前
年
を
二
万
戸
も
下
ま
わ
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
、

ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
が
続
い
て
い
る
が
、
五
一
年
頃
か
ら
わ
ず
か
に

増
加
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
建
設
さ
れ
た
住
宅
の
利
用
関
係
を
み
る
と
、
四
八
年
以
前
で
は
、

建
設
戸
数
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
た
貸
家
が
絶
対
数
、
割
合
と
も

に
減
少
し
、
か
わ
っ
て
分
譲
住
宅
の
増
加
が
目
立
ち
、
持
家
は
わ
ず

か
な
が
ら
減
少
気
味
で
あ
る
。
五
二
年
度
の
建
設
戸
数
三
万
八
、
四

六
五
戸
の
内
訳
は
、
持
家
三
八
、
分
譲
住
宅
三
〇
、
貸
家
三
〇
、
給

与
住
宅
二
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
４
－
４
）
。

●
住
宅
水
準
は
わ
ず
か
に
向
上

　
五
〇
年
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
住
宅
所
有
別
に
よ
る
居
住
状
況
は
、

持
家
四
七
、
民
営
借
家
三
四
％
と
持
家
率
は
大
都
市
の
中
で
は
比
較

的
高
い
と
い
え
る
が
、
全
国
平
均
の
五
七
％
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
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前
回
の
四
五
年
調
査
に
比
べ
て
構
成
割
合
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
が
、

民
間
借
家
と
間
借
り
が
わ
ず
か
に
減
っ
て
そ
の
割
合
だ
け
公
営
・
公

団
等
の
賃
貸
住
宅
の
比
率
が
伸
び
て
お
り
、
若
干
住
宅
事
情
が
良
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
図
４
｜
５
）
。

　
住
宅
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
狭
少
過
密
や
老
朽
な
ど
の
理
由
に
よ

る
住
宅
難
世
帯
は
、
一
五
万
九
千
世
帯
で
全
体
の
約
二
〇
％
に
及
ん

で
い
る
。
こ
れ
は
、
人
口
が
急
増
し
た
四
〇
年
頃
か
ら
、
流
入
人
口

の
受
け
皿
と
し
て
、
木
造
賃
貸
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
低
質
な
住
宅
が
多

く
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
居
住
水
準
は
、
四

図4－5　住宅所有関係の割合

五
年
調
査
に
比
べ
て
や
や
良
く
な
っ
て
お
り
、
一
戸
あ
た
り
室
数
に

お
い
て
一
〇
％
、
ま
た
、
一
人
あ
た
り
畳
数
に
し
て
二
四
％
ほ
ど
向

上
し
て
い
る
。
し
か
し
、
民
営
借
家
は
面
積
や
設
備
の
面
で
低
く
、
持

家
と
の
格
差
は
大
き
い
。
例
え
ば
、
五
〇
年
国
勢
調
査
の
一
世
帯
あ

り
の
室
数
を
み
る
と
、
持
家
四
・
七
室
に
対
し
、
民
営
借
家
は
二
・

二
室
と
半
分
以
下
の
水
準
に
な
っ
て
い
る
（
図
４
｜
６
）
。
一
方
、

民
営
借
家
の
家
賃
は
年
々
値
上
が
り
傾
向
に
あ
り
、
五
二
年
度
で
は
、

三
・
二
㎡
あ
た
り
二
、
九
一
〇
円
で
、
四
十
五
年
に
比
べ
て
約
二
倍

ま
た
公
営
家
賃
の
四
倍
に
も
な
っ
て
い
る
（
図
４
－
７
）
。

図4－6　居住水準
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大
都
市
に
お
い
て
、
良

好
な
日
照
を
確
保
す
る
こ

と
は
容
易
で
は
な
い
。
市

の
日
照
等
の
相
談
件
数

は
、
五
二
年
度
に
は
約
七

千
件
に
も
達
し
た
。
市
街

地
の
過
密
化
と
と
も
に
、

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
中
高
層

建
築
物
の
建
設
が
急
速
に

増
加
し
、
こ
れ
に
つ
れ
て
、

日
照
阻
害
や
テ
レ
ビ
の
受
信
障
害
、
工
事
に
よ
る
騒
音
・
振
動
等
に

よ
る
紛
争
が
激
化
し
た
。
こ
れ
ら
の
紛
争
を
事
前
に
防
止
し
、
良
好

な
住
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
、
四
八
年
一
月
か
ら
「
横
浜
市
日
照

等
指
導
要
綱
」
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
同
年
五
月
に
は
「
日
照
相
談

室
」
を
設
置
し
、
住
環
境
に
関
す
る
相
談
や
陳
情
に
応
じ
、
建
主
と

住
民
と
の
紛
争
調
整
や
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
（
表
４
－
６
）
。

●
伸
び
悩
む
公
営
住
宅

　
市
内
の
公
営
住
宅
は
。
五
二
年
度
末
で
市
営
一
万
七
、
二
六
三
戸
、

県
営
一
万
八
、
〇
六
三
戸
と
な
っ
た
。
近
年
で
は
用
地
取
得
難
等
の

た
め
に
建
設
が
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
五
二
年
度
の
建
設
戸
数
は
、
市
営

表4－7　公的賃貸住宅の建設推移

一
八
〇
戸
、
県
営
一
〇
四

戸
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

（
表
４
－
７
）
。
反
面
、
一

戸
あ
た
り
基
準
面
積
（
五

二
年
度
）
は
、
中
層
の
一

種
住
宅
が
六
四
㎡
、
二
種

住
宅
が
六
〇
・
七
㎡
と
増

え
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
、

住
宅
設
備
や
団
地
周
辺
の

表4－6　日照相談の推移
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住
環
境
を
整
備
す
る
な
ど
し
て
質
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
一
方
、
既
存
の
公
営
住
宅
の
中
に
は
、
老
朽
化
し
た
木
造
住
宅
な
ど

が
六
、
四
三
〇
戸
あ
る
。
市
で
は
、
こ
れ
ら
を
建
て
替
え
、
同
時
に
土

地
の
高
度
利
用
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
住
宅
の
質
的
向
上
と
戸
数

増
を
計
画
し
て
い
る
。
市
民
の
公
営
住
宅
へ
の
需
要
は
ま
だ
ま
だ
高

く
、
市
営
住
宅
の
応
募
状
況
を
み
る
と
、
五
二
年
一
一
月
に
募
集
し

た
生
麦
住
宅
で
は
一
四
倍
の
二
、
一
七
一
名
が
応
募
し
て
お
り
、
ま

た
、
空
き
家
募
集
は
、
四
・
七
倍
の
二
、
八
一
六
人
の
応
募
が
あ
っ

た
。
新
規
住
宅
の
大
量
供
給
が
困
難
な
現
在
で
は
、
公
営
住
宅
は
、

よ
り
必
要
度
の
高
い
老
人
世
帯
や
母
子
、
障
害
者
世
帯
な
ど
の
入
居

を
優
先
さ
せ
、
い
わ
ゆ
る
福
祉
住
宅
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
る
。

　
住
宅
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
最
も
基
本
的
な
生
活
空
間
で

あ
り
、
そ
の
質
や
形
態
は
住
む
者
の
生
活
意
識
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
衣
食
が
ほ
ぼ
足
り
た
と
い
え
る
現
在

で
も
住
生
活
に
関
し
て
は
立
ち
遅
れ
が
目
立
ち
、
こ
と
都
市
地
域
に

お
い
て
は
、
そ
の
質
的
向
上
は
切
実
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
国
に
お
い
て
は
景
気
浮
揚
の
必
要
か
ら
も
波
及
効
果
の
高
い

住
宅
建
設
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
中
で
も
住
宅
金
融
公
庫
な
ど
融
資

制
度
の
充
実
に
よ
り
、
持
家
の
促
進
を
は
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

地
価
や
建
築
費
が
あ
ま
り
に
高
額
化
し
て
い
る
現
状
で
は
、
所
得
に

表4－8　十大都市公的賃貸住宅数



見
合
っ
た
費
用
負
担
で
、
良
質
な
住
宅
を
取
得
で
き
る
層
は
ご
く
限

ら
れ
た
も
の
に
な
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
間
借
家
の
家
賃

が
そ
の
居
住
水
準
に
比
べ
て
あ
ま
り
に
も
高
く
、
ま
た
、
公
的
借
家
‘

は
数
が
少
な
く
、
な
か
な
か
入
居
で
き
な
い
た
め
、
住
宅
問
題
の
改

善
を
求
め
る
者
の
多
く
は
、
家
計
を
切
り
つ
め
る
な
ど
無
理
を
し
て

も
マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
ち
た
い
と
す
る
傾
向
が
強
い
。
市
で
は
、
こ
れ

ら
の
需
要
に
対
し
、
横
浜
市
建
築
助
成
公
社
を
通
じ
て
低
金
利
の
住

宅
融
資
を
行
う
ほ
か
、
横
浜
市
住
宅
供
給
公
社
に
よ
る
積
立
て
分
譲

住
宅
や
一
般
分
譲
住
宅
の
建
設
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
都
市
に

お
い
て
は
、
人
口
の
流
動
性
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、
良
質
な
賃
貸
住

宅
の
ス
ト
ッ
ク
は
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
住
宅
価
格
と
平
均
所
得

と
が
か
け
離
れ
て
い
る
現
状
の
な
か
で
は
、
極
端
な
持
家
指
向
は
家

計
の
負
担
を
増
す
だ
け
で
な
く
、
地
価
の
上
昇
化
や
土
地
の
細
分
化

を
進
め
る
な
ど
住
宅
問
題
を
再
生
産
す
る
お
そ
れ
も
あ
る
。
持
家
指

向
の
強
い
背
景
に
は
、
良
質
な
賃
貸
住
宅
の
不
足
が
あ
り
、
し
た
が

っ
て
。
公
的
賃
貸
住
宅
の
建
設
を
さ
ら
に
推
し
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
市
で
も
低
所
得
者
向
け
の
公
営
住
宅
の
建
設
な
ど
、
数
と

質
の
両
面
か
ら
住
宅
難
の
解
消
に
努
め
て
い
る
。

7
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市
民
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社
会
福
祉

●
福
祉
の
風
土
を
つ
く
る

　
″
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
、
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
は
、
み
ん
な

や
さ
し
い
愛
か
ら
は
じ
ま
る
。
″

　
市
の
福
祉
の
風
土
づ
く
り
推
進
委
員
会
が
発
行
し
た
「
心
の
福
祉
」

に
、
こ
ん
な
一
節
が
載
っ
て
い
る
。
こ
こ
数
年
、
「
心
の
ふ
れ
あ
い
」

と
か
「
思
い
や
り
」
を
求
め
る
声
が
高
い
。
経
済
の
高
度
成
長
は
、

市
民
の
生
活
を
物
的
な
面
で
は
豊
か
に
し
た
が
、
反
面
、
経
済
を
優

先
さ
せ
た
風
潮
は
、
人
か
ら
ゆ
と
り
と
思
い
や
り
を
失
な
わ
せ
、
必

ず
し
も
心
ま
で
は
豊
か
に
で
き
た
と
は
い
え
な
い
。
市
民
の
行
政
に

対
す
る
要
望
も
、
生
活
水
準
の
向
上
や
市
民
の
価
値
観
の
多
様
化
等

を
反
映
し
て
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
、
生
活
の

質
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
り
、
福
祉
の
概
念
を
変
え
さ
せ
っ
つ
あ

る
。
福
祉
は
次
第
に
一
部
の
人
に
対
す
る
も
の
か
ら
、
全
市
民
に
か

か
わ
り
あ
る
も
の
へ
と
広
が
り
を
み
せ
、
福
祉
ニ
ー
ズ
も
様
々
な
形

と
な
っ
て
現
わ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
福
祉
は
行
政
が
担
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
風
潮
は

依
然
と
し
て
根
強
く
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
対
症
療
法
的
に
追
わ
れ
る




